
― 1 ― 

令和５年第２回羅臼町議会臨時会（第１号） 

 

令和５年５月１５日（月曜日）午前１０時００分開会 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 議案第２８号 羅臼副町長の選任につき同意を求めることについて 

 日程第 ５ 議案第２９号 羅臼町固定資産評価員の選任につき同意を求めることにつ

いて 

 日程第 ６ 議案第３０号 羅臼町監査委員の選任につき同意を求めることについて 

 日程第 ７ 議案第２６号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第 ８ 議案第２７号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

──────────────────────────────────── 
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       ８番 松 原   臣 君 

──────────────────────────────────── 
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       ５番 加 藤   勉 君 

──────────────────────────────────── 
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 企画振興課長         八 幡 雅 人 君   総 務 課 長         本 見 泰 敬 君 

 税務財政課長         対 馬 憲 仁 君   税務担当課長         飯 島   東 君 

 保健福祉課長         福 田 一 輝 君   保健･国保担当課長         洲 崎 久 代 君 

 子育て支援センター所長         長 内 美奈子 君   産業創生課長         大 沼 良 司 君 

 まちづくり担当課長         湊   慶 介 君   建設水道課長         佐 野 健 二 君 
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 学 務 課 長         平 田   充 君   社会教育課長         野 田 泰 寿 君 
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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告         

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は９人です。 

 定足数に達しておりますので、令和５年第２回羅臼町議会臨時会を開会いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、３番小川雅勝君及び

４番山下竜哉君を指名いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日１日としたい

と思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本臨時会の会期は、本日１日とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、議長の

手元で保管しております。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第２８号 羅臼町副町長の選任につき同意を 
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求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第４ 議案第２８号羅臼町副町長の選任につき同意を求める

ことについて議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） １１ページをお開き願います。 

 議案第２８号羅臼町副町長の選任につき同意を求めることについて。 

 羅臼町副町長に次の者を選任したいので、地方自治法第１６２条の規定に基づき、議会

の同意を求めるものでございます。 

 副町長につきましては、引き続き川端達也氏を選任したいと考えております。 

 川端氏の住所につきましては、目梨郡羅臼町緑町２９９番地１。生年月日、昭和４０年

３月１４日生まれの５８歳であります。任期につきましては、令和５年６月２２日から令

和９年６月２１日まででございます。 

 川端氏におかれましては、昭和６２年に大学を卒業後、地元であります羅臼町に戻り、

役場職員として様々な役職を歴任され、平成３１年から羅臼町副町長としてその手腕を発

揮しております。 

 この４年間、私の良きパートナーとして、また、相談役として幾度となく助けられてま

いりました。信頼の置ける人物でございます。人格、経験、識見ともに適任でありますの

で、議員皆様の満堂の同意を賜りたく、お願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２８号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第４ 議案第２８号羅臼町副町長の選任につき同意を求めることにつ

いては、同意することに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

午前１０時０４分 休憩 

────────────── 

午前１０時０４分 再開 

○議長（佐藤 晶君） 再開します。 
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 ここで、副町長に選任されました川端達也君より発言の申出がありましたので、これを

許します。 

 川端達也君。 

○副町長当選人（川端達也君） お許しをいただきましたので、一言御挨拶させていただ

きます。 

 ただいま副町長の選任につきまして、議員皆様方の御高配により同意をいただき、心よ

りお礼申し上げます。大変ありがとうございます。 

 ２度目の就任となりますが、大変光栄なことではありますが、職責の重大さに改めて身

の引き締まる思いをしているところでございます。 

 今、町が抱えている現状は、地域経済の低迷、先行きの見通せない北方領土問題、人口

減少による労働力不足、燃料高騰・物価高騰など、様々な課題が山積して非常に厳しい状

況が続いており、湊屋町長が基本姿勢としております町民が幸福になるまちづくりを推進

するため、誠心誠意努力していく覚悟をしているところでございます。 

 議員皆様方におかれましては、今まで以上に御指導・御協力を賜りたくお願いを申し上

げ、御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第２９号 羅臼町固定資産評価審査員の選任 

                   につき同意を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第５ 議案第２９号羅臼町固定資産評価員の選任につき同意

を求めることについて議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案書の１２ページでございます。 

 議案第２９号羅臼町固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて。 

 羅臼町固定資産評価員に次の者を選任したいので、地方税法第４０４条第２項の規定に

基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 このたび、羅臼町固定資産評価員につきましては、恒例によりこれまで副町長がその任

に当たってまいりましたので、先ほど御承認いただきました川端達也氏を引き続き選任し

たいと考えております。 

 川端氏の住所につきましては、羅臼町緑町２９９番地１。生年月日、昭和４０年３月１

４日生まれの５８歳です。任期につきましては、令和５年６月２２日から令和９年６月２

１日まででございます。 

 先ほども申しましたが、川端氏におかれましては、昭和６２年に大学を卒業後、地元で

あります羅臼町に戻りまして、役場職員として様々な仕事に就いておられます。平成３１

年から羅臼町副町長としてその手腕を発揮しておりますので、川端氏においては人格、経
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験、識見ともに適任でありますので、皆様の同意を賜りたくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２９号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第５ 議案第２９号羅臼町固定資産評価員の選任につき同意を求める

ことについては、同意することに決定いたしました。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

午前１０時０９分 休憩 

────────────── 

午前１０時０９分 再開 

○議長（佐藤 晶君） 再開します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第３０号 羅臼町監査委員の選任につき同意 

                   を求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第６ 議案第３０号羅臼町監査委員の選任につき同意を求め

ることについて議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案書の１３ページをお願いいたします。 

 議案第３０号羅臼町監査委員の選任につき同意を求めることについて。 

 羅臼町監査委員に次の者を選任したいので、地方自治法第１９６条第１項の規定によ

り、議会の同意を求めるものでございます。 

 このたび、羅臼町監査委員の任期満了を迎えることから、新たに加藤勉氏を選任したい

と考えております。 

 加藤勉氏の住所につきましては、目梨郡羅臼町共栄町７番地９。生年月日は、昭和２２

年１月２日生まれの７６歳でございます。任期につきましては、令和５年５月１５日から

令和９年４月３０日まででございます。 

 加藤氏におかれましては、羅臼役場を退職後、福祉関係のお仕事に就かれており、平成

２７年より羅臼町議会議員としても御活躍でございます。加藤氏におかれましては人格、
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経験、識見ともに適任でありますので、議員皆様の満堂の同意を賜りたくお願いを申し上

げます。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第３０号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 議案第３０号羅臼町監査委員の選任につき同意を求めることに

ついては、同意することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第２６号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定 

                 について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第７ 議案第２６号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制

定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 税務担当課長。 

○税務担当課長（飯島 東君） 議案の１ページをお願いします。 

 議案第２６号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ２ページをお願いします。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例。 

 今回の改正は、本年３月３１日に地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに

伴う改正であります。 

 改正の柱といたしましては、森林環境税の導入に伴う各種規定の整理のほか、軽自動車

税のグリーン化特例の期限を３年間延長する等、それぞれ関連する項目について所要の措

置を講ずるものでございます。 

 改正条例につきましては、議案の２ページから７ページに掲載しておりますが、別冊と

して配付しております参考資料の羅臼町町税条例の一部改正する条例制定説明資料によ

り、主な改正内容と適用関係について御説明させていただきますので、特段の御理解を賜

りたいと存じます。 

 なお、改正項目それぞれの施行年月日につきましては、説明資料に記載のとおりですの
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で、説明を省略させていただきます。 

 それでは、参考資料の１ページの資料１をお開き願います。 

 主な改正内容に沿って御説明をいたします。 

 １番は、配当割額又は株式等譲渡所得割額の控除について規定する条例第３４条の９第

２項の改正でございまして、森林環境税が令和６年度より導入されることに伴う文言及び

引用条項の整理でございます。 

 ２番は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書について規定する条例第３

６条の３の２第２項及び第３項から第６項の改正でございまして、第２項として、給与所

得者の扶養親族等申告書の記載事項の簡素化ができる旨を新たに規定し、以下各項を繰り

下げるものでございます。 

 ３番は、個人の町民税の徴収方法等について規定する条例第３８条第１項及び第３項の

改正でございまして、第１項は法改正に基づく文言の整理、第３項は、令和６年度より導

入される森林環境税の賦課徴収の方法について追加するものでございます。 

 ４番は、個人の町民税の納税通知書について規定する条例第４１条の改正でございまし

て、個人の町民税の納税通知書に記載すべき納付額に森林環境税額を追加するものでござ

います。 

 ５番は、給与所得に係る個人の町民税の特別徴収について規定する条例第４４条第１

項、第２項、第３項、第５項、第６項の改正でございまして、第１項は特別徴収の方法に

より徴収する給与所得に係る所得割額及び均等割額に森林環境税額を含む規定を追加する

もので、第２項以下は法改正に基づく文言の整理でございます。 

 ２ページにまいります。 

 ６番は、給与所得に係る特別徴収税額の納入の義務等について規定する条例第４６条の

改正でございまして、施行規則様式に第５号の１５の２が新設されたものによるものでご

ざいます。 

 ７番は、給与所得に係る特別徴収税額の普通徴収税額への繰入れについて規定する条例

第４７条第１項及び第２項の改正でございまして、第１項は法改正に基づく文言の整理。

第２項は、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の施行に伴う改正でございます。 

 ８番は、公的年金等の所得に係る個人の町民税の特別徴収について規定する条例第４７

条の２第１項及び第２項の改正でございまして、第１項は特別徴収の方法により徴収する

公的年金等の所得に係る所得割額及び均等割額に森林環境税額を含む規定を追加。第２項

は法改正に基づく文言の整理でございます。 

 ９番は、年金所得に係る特別徴収税額等の普通徴収税額への繰入れについて規定する条

例第４７条の６第１項及び第２項の改正でございまして、第１項は法改正に基づく文言の

整理。第２項は、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の施行に伴う改正でござい

ます。 

 １０番は、法人の町民税の申告納付について規定する条例第４８条第１項及び第５項の
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改正でございまして、いずれも施行規則様式に第２２号の４の２が新設されたものでござ

います。 

 １１番は、法人の町民税に係る不足税額の納付の手続について規定する条例第５０条第

１項及び第２項の改正でございまして、第１項は施行規則様式に第２２号の４の２が新設

されたことに伴う改正。第２項は法改正に基づく文言の整理でございます。 

 １２番は、軽自動車税の種別割の税率について規定する条例第８２条第１号への改正で

ございまして、ミニカー区分から特定小型原動機付自転車を除外するものでございます。 

 １３番は、たばこ税の申告納付の手続について規定する条例第９８条第１項及び第５項

の改正でございまして、いずれも施行規則様式に第３４号の２の５の２が新設されたもの

でございます。 

 １４番は、たばこ税に係る不足税額等の納付手続について規定する条例第１０１条第１

項の改正でございまして、施行規則様式に第３４号の２の５の２が新設されたものでござ

います。 

 ３ページにまいりまして、１５番は、肉用牛の売却に伴う事業所得に係る町民税の課税

の特例について規定する条例附則第８条第１項の改正でございまして、特例の適用期間を

３年間延長するものでございます。 

 １６番は、読替規定について規定する条例附則第１０条の改正でございまして、地方税

法附則第６４条の適用期間終了に伴う条項の整理でございます。 

 １７番は、法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合、いわゆるわがまち特例

について規定する条例附則第１０条の２の改正でございまして、新たに規定された長寿命

化に資する一定の大規模修繕工事を令和５年４月１日から令和７年３月３１日までの間に

実施した場合の課税標準の特例措置の割合を３分の１と定める規定の新設と、法改正に基

づく条項の整理でございます。 

 １８番は、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がす

べき申告について規定する条例附則第１０条の３第１１項及び第１２項の改正でございま

して、第１１項は大規模の修繕等が行われたマンションに対する税額の軽減措置に係る規

定の新設、次項は新設に伴う項ずれの整理でございます。 

 １９番は、軽自動車税の環境性能割額の非課税について規定する条例附則第１５条の２

の改正でございまして、環境性能割の税率を１％分軽減する臨時的軽減措置が廃止された

ことによるものでございます。 

 ２０番は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例について規定する条例附則第１５

条の２の２第４項の改正でございまして、自動車メーカーの不正行為に起因し、軽自動車

税環境性能割の納付不足額が発生した場合における当該自動車メーカーが納付すべき軽自

動車税環境性能割を徴収する際に、加算する割合を１０％から３５％へ変更するものでご

ざいます。 

 ４ページにまいりまして、２１番は、軽自動車税の環境性能割の税率の特例について規
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定する条例附則第１５条６第３項の改正でございまして、１９番と同様、軽減措置の廃止

によるものでございます。 

 ２２番は、軽自動車税の種別割の税率の特例について規定する条例附則第１６条の改正

でございまして、グリーン化特例の適用期限の延長並びにその他項ずれを反映するもので

ございます。 

 ２３番は、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例について規定する条例附則第１６条の

２第１項及び第３項の改正でございまして、第１項は附則第１６条の改正に伴う規定の整

備、第３項は２０番と同様、軽自動車税の種別割を徴収する際に加算する割合を１０％か

ら３５％へ変更するものでございます。 

 ２４番は、優良住宅等の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る町

民税の課税の特例に規定する条例附則第１７条の２第１項及び第２項の改正でございま

す。第１項、第２項ともに優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡

所得に係る町民税の課税の特例について、適用期限を３年間延長するものでございます。 

 附則として、第１条は、施行期日でございまして、この条例は公布の日から施行し、令

和５年４月１日から適用するものでございます。 

 ５ページにまいりまして、附則第２条は、町民税に関する経過措置でございまして、第

１項は、森林環境税の導入に伴う地方税法の改正に係る経過措置でございまして、前条第

２号中個人の町民税に関する部分は令和６年度以後について適用し、それ以前の個人の町

民税については、なお従前に例によるものでございます。 

 第２項は、個人の町民税に係る給与所得者の扶養親族等申告書についての経過措置でご

ざいまして、施行日の令和７年１月１日以後に支払いを受けるべき給与について提出する

申告書について適用し、施行日前に支払いを受けるべき給与について提出した申告書につ

いては、なお従前の例によるものでございます。 

 附則第３条は、固定資産税に関する経過措置でございまして、別段の定めがあるものを

除き、陳情例の規定中固定資産税に関する部分は令和５年度以後について適用し、それ以

前までの固定資産税については、なお従前の例によるものでございます。 

 第２項は、新条例において、わがまち特例から除外・廃止となった施設、設備に対する

経過措置について規定するものでございます。 

 附則第４条は、軽自動車税の種別割に関する経過措置でございまして、第１項は新条例

第８２条第１号エ及び附則第１６条の２第３項の規定は、令和６年度以後の年度分につい

て適用し、それ以前については、なお従前の例によるものでございます。 

 第２項は、令和元年１０月１日から令和３年１２月３１日までの間に取得されたこの条

例による改正前の町税条例附則に規定する軽自動車税の環境性能割の経過措置について規

定するものでございます。 

 第３項は、新条例の規定中、軽自動車税の環境性能割に関する部分は、施行日以後に取

得された３輪以上の軽自動車について適用し、施行日前に取得された３輪以上の軽自動車
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については、なお従前の例によるものでございます。 

 第４項は、新条例の規定中、軽自動車税の種別割に関する部分は令和５年度以後の年度

分について適用し、それ以前についてはなお従前の例によるものでございます。 

 なお、６ページ以降に資料２で新旧対照表を添付いたしましたので、後ほどお目通しお

願いいたします。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２６号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２６号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について、原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 議案第２６号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第２７号 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正 

する条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第８ 議案第２７号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定について議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） 議案の８ページをお願いします。 

 議案第２７号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 ９ページをお願いいたします。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

 改正の内容につきましては、説明の都合上、別冊参考資料２６ページ、資料３にて御説

明いたしますので、特段の御配慮を賜りたいと存じます。 

 １、改正理由でございますが、１点目は、令和５年度税制改正大綱により、国民健康保

険税の後期高齢者支援金等課税額及び低所得者に係る軽減判定所得の見直しが行われたも
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の。 

 ２点目は、雇用保険法施行規則の一部改正が行われる省令に係る文言の追加。 

 ３点目は、令和３年度の北海道国保運営方針の見直しにおいて、加入者負担の公平化を

目的とした保険料水準の統一を目指すことが明記され、市町村は北海道が示す標準保険料

率と現行保険税率の差を解消していくことが必要となったことにより、当町においても保

険税率を北海道が示す標準保険料率を基に参考を行うため、保険税率の改正を行うもので

ございます。 

 ２、改正内容でございます。 

 ①国民健康保険税の課税額の引き上げ。 

 後期高齢者支援金等課税額を「２０万円」から「２２万円」に引き上げるものでござい

ます。 

 ②国民健康保険税の減額対象となる所得基準の見直し。 

 ５割軽減対象世帯「２８万５,０００円」から「２９万円」に引き上げる。２割軽減対

象世帯「５２万円」から「５３万５,０００円」に引き上げるものでございます。 

 ③雇用保険受給者通知の取扱いを変更するものでございます。 

 ④標準保険料率での保険税率の改正を行うものでございます。 

 ３、保険税率改定案を御覧ください。 

 保険税率は、その使用目的により、加入者の医療費を賄う医療費分、後期高齢者医療を

支援するための後期高齢者医療支援金等分、４０歳以上６４歳未満の加入者が介護保険

サービスの一部を負担するための介護納付金分に分かれており、それぞれの必要総額に応

じて所得割、均等割、平等割で算出された合計額が、その世帯の国民健康保険税として課

税されます。 

 改正案ですが、合計で、所得割率で０.５８％、均等割で２,２００円、平等割で２,１

００円の増額となっております。 

 また、賦課限度額ですが、先ほど御説明いたしました後期高齢者医療支援金等分の課税

賦課限度額が２０万円から２２万円に引き上げられたことにより、合計は１０４万円と

なっております。 

 増額の主な要因ですが、北海道が示す標準保険料率では所得水準及び医療費水準が加味

され、全道の国保加入者の平均的な所得に比べ、羅臼町の所得の平均が高いこと、また、

医療費が低い保険者に交付される道からの補助金が、統一保険料を目指すため段階的に減

額されることによるものでございます。 

 ２７ページをお願いします。 

 続きまして、４、改正条文でございます。 

 まず、区分１、課税額でございますが、第２条第３項で後期高齢者支援金等分賦課限度

額を「２２万円」としております。 

 区分２、国民健康保険の被保険者に係る基礎課税額でございます。 
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 第３条第１項の所得割率を「１００分の７.６８」から「１００分の８.１２」に変更し

ております。 

 第４条は、被保険者均等割額で「２万４,８００円」から「２万６,３００円」に変更し

ております。 

 第５条は、世帯別平等割額で特定世帯以外の額を「２万５,２００円」から「２万６,７

００円」へ、特定世帯については「１万２,６００円」から「１万３,３５０円」へ、特定

継続世帯については「１万８,９００円」から「２万２５円」へ、それぞれ変更しており

ます。 

 区分３、後期高齢者支援金課税額についてです。 

 第６条の後期高齢者支援金課税額に係る所得割額ですが、「１００分の２.６６」を

「１００分の２.７６」に変更しております。 

 第７条第１項で、被保険者均等割額を「８,８００円」から「９,２００円」に変更して

おります。 

 第２項では、世帯別平等割額を特定世帯以外の額を「８,９００円」から「９,３００

円」に、特定世帯については「４,４５０円」を「４,６５０円」に、特定継続世帯につい

ては６,６７５円を６,９７５円にそれぞれ変更しております。 

 区分４、介護納付金課税額についてでございます。 

 第８条、介護納付金課税額に係る所得割額ですが「１００分の１.９９」を「１００分

２.０３」へ変更しております。 

 第９条で、被保険者均等割額を「９,０００円」から「９,３００円」に変更しておりま

す。 

 第９条の２では、世帯別平等割額を「７,０００円」を「７,２００円」に変更しており

ます。 

 区分５からは第２３条関係で、国民健康保険税の減額についてでございます。 

 第１項では、先ほど第２条第３項同様、変更した後期高齢者支援金等分課税額限度額を

２２万円としております。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 区分６、第２３条第１項第１号は、７割軽減として減額される額についてで、基礎課税

額の均等割額を「１万７,３６０円」から「１万８,４１０円」に、平等割額の特定世帯等

以外の世帯については「１万７,６４０円」を「１万８,６９０円」に、特定世帯について

は「８,８２０円」を「９,３４５円」に、特定継続世帯については「１万３,２３０円」

を「１万４,０１８円」に変更するものでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の均等割額については「６,１６０円」を「６,４４０円」

に、平等割額の特定世帯等以外につきましては「６,２３０円」を「６,５１０円」に、特

定世帯については「３,１１５円」を「３,２１５円」に、特定継続世帯については「４,

６７３円」を「４,８８３円」に変更するものでございます。 
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 また、介護納付金課税額の均等割額は「６,３００円」を「６,５１０円」に、平等割額

については「４,９００円」を「５,０４０円」に変更するものでございます。 

 区分７、第２３条第１項第２号は、５割軽減として減額する額についてで、５割軽減対

象世帯の所得割基準を２９万円へ改正しております。 

 また、基礎課税額の均等割額を「１万２,４００円」から「１万３,１５０円」に、平等

割額の特定世帯等以外の世帯については「１万２,６００円」を「１万３,３５０円」に、

特定世帯については「６,３００円」を「６,６７５円」に、特定継続世帯については

「９,４５０円」を「１万１３円」に変更するものでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の平等割額・均等割額については「４,４００円」を「４,６

００円」に、平等割額の特定世帯等以外につきましては「４,４５０円」を「４,６５０

円」に、特定世帯については「２,２２５円」を「２,３２５円」に、特定継続世帯につい

ては「３,３３８円」を「３,４８８円」に変更するものでございます。 

 また、介護納付金課税額の均等割額を「４,５００円」を「４,６５０円」に、平等割額

については「３,５００円」を「３,６００円」に変更するものでございます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 区分８、第２３条第１項第３号は、２割軽減として減額される額についてで、２割軽減

対象世帯の所得基準を５３万５,０００円に改正しております。 

 基礎課税額の均等割額を「４,９６０円」から「５,２６０円」に、平等割額の特定世帯

等以外の世帯については「５,０４０円」を「５,３４０円」に、特定世帯については

「２,５２０円」を「２,６７０円」に、特定継続世帯については「３,７８０円」を「４,

００５円」に変更するものでございます。 

 後期高齢者支援金等課税額の均等割額については「１,７６０円」を「１,８４０円」

に、平等割額の特定世帯等以外については「１,７８０円」を「１,８６０円」に、特定世

帯については「８９０円」を「９３０円」に、特定継続世帯については「１,３３５円」

を「１,３９５円」に変更するものでございます。 

 また、介護納付金課税額の均等割額は「１,８００円」を「１,８６０円」に、平等割額

については「１,４００円」を「１,４４０円」に変更するものでございます。 

 区分９、第２３条第２項第１号は、未就学児の基礎課税額の被保険者均等割額の減額に

ついてで、未就学の子供１人につき、７割軽減世帯では「３,７２０円」から「３,９４５

円」に、５割軽減世帯では「６,２００円」を「６,５７５円」に、２割軽減世帯では

「９,９２０円」から「１万５２０円」に、それ以外の世帯は「１万２,４００円」を「１

万３,１５０円」に、それぞれ改定するものでございます。 

 区分１０、第２３条第２項第２号は、未就学児の後期高齢者支援金等課税額の被保険者

均等割額の減額で、未就学の子供１人につき、７割軽減世帯では「１,３２０円」から

「１,３８０円」に、５割軽減世帯は「２,２００円」から「２,３００円」に、２割軽減

世帯では「３,５２０円」から「３,６８０円」に、それ以外の世帯では「４,４００円」
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から「４,６００円」に、それぞれ改正するものでございます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 区分１１は、特例対象被保険者等に係る申告で、第２４条の２第２項で雇用保険受給者

資格通知の取扱いを変更しております。 

 附則といたしまして、第１項で、施行期日を公布の日から施行し、令和５年４月１日よ

り適用する。 

 第２項の適用区分として、この条例による改正後の羅臼町国民健康保険税条例の規定

は、令和５年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和４年度分までの国民

健康保険税は、なお、従前の例によると定めております。 

 ３１ページをお願いします。 

 モデル世帯の保険税比較にて、本税率の改正の影響につきまして御説明いたします。 

 なお、この試算は、今年度の概算の課税所得で計算しておりますことを御了承願いま

す。 

 表上段左①は、４０歳から６４歳の独居、７割軽減世帯の想定で、年額１,３００円の

増額となっております。同じく上段右②は、６５歳以上独居で、５割軽減世帯の想定で、

年額２,３００円の増額となっております。 

 表の中段③は、所得２５０万円の３９歳以下の２人世帯で、年額１万６,９００円の増

額。④所得４００万円、４０歳以上２人世帯の想定で、年額２万７,２００円の増額。 

 表下段⑤所得４００万円で、３９歳以下の夫婦と子供２人の４人の一般的な子育て世帯

では、年額２万６,９００円の増額。 

 ⑥所得８００万円で、３世代同居の４０歳以上４名、子供２名の６人世帯で、賦課限度

額の税額で２万円の増額となっております。 

 先ほども御説明いたしましたが、増額の主な要因は、全道の国保加入者の平均的な所得

に比べ、羅臼町の所得の平均が高いこと、また、医療費が低い保険者に交付される道から

の補助金が統一保険料を目指す段階において、段階的に減額されることによるものでござ

います。 

 なお、昨年度に比べ、被保険者数は１１０名程度減少しておりますが、今年度の課税所

得が上がる見込みとなっております。今後、国保加入者の人数及び世帯数、加入者のそれ

ぞれの所得状況の確定後、課税計算を行うこととしておりますことを御了承願います。 

 また、本条例改正につきましては、去る５月１１日開催の令和５年第２回羅臼町の国民

健康保険事業の運営に関する協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいているもので

ございますことを御報告させていただきます。 

 以上でございますが、続きます３２ページには、課税限度額の見直しについての資料、

３３ページについては資料４に本条例の新旧対照表を掲載しておりますので、後ほどお目

通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで、質疑を終わります。 

 これから、議案第２７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第２７号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 議案第２７号羅臼町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 令和５年第２回羅臼町議会臨時会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１０時４５分 閉会  
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